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福島原発事故で大気放出された放射性ヨウ素の実測データを解析し、大気中ヨウ素の性状別挙動の文献調査

とモデル構築を行うことで、2011年 3/20-21の高濃度事象における I131 放出時の性状別割合を検討した。 
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1. 緒言  1F事故で大気放出された放射性ヨウ素は性状により内部被ばく線量への寄与が異なるため、線

量評価を行う上で性状の情報が必要となる。大気中ヨウ素の性状は大別してガス状の有機ヨウ素、無機ヨウ

素と、粒子状ヨウ素の三種類であり、それぞれ大気中の反応で性状が変化する。しかし、1F事故直後のガ

ス粒子別の I-131濃度観測地点は 6ヶ所のみで、ガス状内のヨウ素種は不明であり事故直後の性状に関する

データが少ない。本研究では、事故直後の実測値を解析し、大気中放射性ヨウ素の性状別挙動の文献調査と

挙動モデルの構築を行うことで、I-131の大量放出時の性状別割合と大気中挙動を検討する。 

2. 方法  6ヶ所の観測地点に到達した高濃度事象

(2011年 3/21 午前に関東地方に到達)を対象とし、到

達時間の実測値の平均濃度から全濃度に対する粒子状

ヨウ素の放射能割合𝐹𝑝を算出した。また、大気拡散は

ないものとして放射性雲を箱と見立てた大気中ヨウ素

の挙動モデル(図 1)を構築した。対象の高濃度事象は夜

間及び曇天であること、観測時に降雨がないことから、今回構築したモデルでは光分解 Pcと湿性沈着 Dwを

無視し、乾性沈着 Ddと吸脱着 Gpを考慮した。乾性沈着では有機、無機、粒子の乾性沈着速度をそれぞれ

0.05,1,0.1 cm s-1、大気層の厚さを 300 mとし、吸脱着は野口ら(1991)の吸着評価式を使用した。 

3. 結果  有機ヨウ素は光分解無しの仮定のため性状

変化せず沈着速度も遅いため、初期値が高い場合は𝐹𝑝

が変動しにくく、初期𝐹𝑝が最終的な𝐹𝑝を決定する。無

機ヨウ素と粒子状ヨウ素は初期濃度が高い方から低い

方へ吸着あるいは脱着が起き、平衡状態に到達する。

𝐹𝑝と挙動モデルの考察より、この傾向に合う I-131の

初期割合は、有機ヨウ素 0~10%、無機ヨウ素

60~80%、粒子状ヨウ素 20~30%であり、事故では放出

直後から吸着反応が急速に起き、粒子状の割合が増加、後に平衡状態に達したと考えられる。有機,無機,粒

子の初期値をそれぞれ 0,80,20%(①)、10,60,30%(②)としたときの Fpを実測値と比較すると(図 2)、どちら

も対象事象の実測値の傾向を定性的に再現できた。よって、今後はより現実的な条件を考慮するため、挙動

モデルの詳細化が必要である。 
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図 2 モデルと実測値の比較 
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図 1 大気中ヨウ素の挙動モデル 
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